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1．死亡の指標 
 

a. 普通死亡率＝１年間の死亡数／年央人口（７月１日の人口） 
b. 男女別年齢別人口＝１年間の男女別年齢別死亡数／男女別年齢別年央人口  
c. 年齢調整死亡率（直説法）＝基準となる年齢（階級）別人口が、観察された死亡パ

タンにしたがって死亡したと仮定したときの死亡数を、基準人口総数で除したもの。 
 必要なデータ：観察人口の年齢（階級）別死亡率 
 （＝年齢（階級）別死亡数と年齢（階級）別人口） 
 →大きな地域（人口 10 万以上）の経年変化の検討 
d.   標準化死亡比＝観察集団の年齢（階級）別人口が、基準人口の死亡パタンにしたが

って死亡したと仮定したときの死亡数で、観察集団の死亡数を除したもの。 
必要なデータ：観察集団の死亡数、観察集団の年齢（階級）別人口 
→小地域の地域間比較 
（参考）基準人口の死亡率×標準化死亡比＝年齢調整死亡率（間接法） 
（ただし、集団間比較の前提は、年齢階級別の死亡率の比が比較する集団間で一定） 

 
たとえば、死因別死亡率の地域間比較（肝

臓ガンによる死亡は都市部と農村部のどち

らが多いかを分析する）→都市部に比べて

農村部は老年人口の比率が高く、肝臓ガン

による死亡は老年人口でおおく発生するた

めに、肝臓ガンに起因する死亡の普通死亡

率を農村部と都市部で比較するのは意味が

ない。市町村単位では、死因別死亡数は総

数のみ入手可能→ふつうは標準化死亡比を

つかう。（配付資料参照） 
 
（上表） 主要部位のがん死亡率について

全国と比べて各都道府県の死亡率がどのく

らい高いかを標準化死亡比（SMR)という比

で表したものである。SMR は地域間の年齢

分布の違いを補正して比較するための指標

である。がん死亡やがん罹患の地理分布は、

各地域に住む住民の生活習慣など、様々な

環境要因の違いを反映すると考えられ、が

ん対策を推進する上で貴重な情報を提供す

る。（下表） 年齢調整死亡率の推移（死因

別）（出典：国立がんセンター） 
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（計算練習） 
 大正９年と平成１２年の東京都の女性人口構造大正９年と平成１２年の年齢別死亡数

大正 9年 12    年 大正 9年 12    年
（年齢階級） （年齢階級）

0～ 4 213,699 232,494 0～ 4 8253 432
 5～ 9 185,606 225,683  5～ 9 733 50

　　　10～14 170,067 235,833 　 　　　10～14 587 38
　　　15～19 194,872 311,475 　 　　　15～19 1573 90
　　　20～24 186,657 468,286 　 　　　20～24 1736 197
　　　25～29 154,656 537,841 　 　　　25～29 1273 296
　　　30～34 134,628 488,665 　 　　　30～34 1061 327
　　　35～39 115,417 417,189 　 　　　35～39 959 396
　　　40～44 98,926 353,463 　 　　　40～44 875 505
　　　45～49 72,276 376,702 　 　　　45～49 732 833
　　　50～54 60,355 471,974 　 　　　50～54 812 1586
　　　55～59 48,693 425,441 　 　　　55～59 877 2183
    　60～64 41,530 382,009 　     　60～64 1066 3174
    　65～69 32,288 344,185 　     　65～69 1321 4922
　　　70～74 20,346 275,916 　 　　　70～74 1293 7356
　　　75～79 10,914 208,360 　 　　　75～79 1135 10353

 80～  5,509 263,696 　  80～  982 31646
　

合計 1,746,439 6,035,539 合計 25269 64385

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１２年の人口構造を標準人口として計算した大正９年の標準化死亡率（直説法）

女性 ①基準人口 ②対象集団の死亡率 ①×②

平成１２年 大正９年

平成１２年の人口構造と
大正９年の死亡パタンを
仮定した場合の仮想的死
亡数

0～ 4 232,494 0.03862 8978.91828
 5～ 9 225,683 0.00395 891.44785

　10～14 235,833 0.00345 813.62385
　15～19 311,475 0.00807 2513.60325
　20～24 468,286 0.0093 4355.0598
　25～29 537,841 0.00823 4426.43143
　30～34 488,665 0.00788 3850.6802
　35～39 417,189 0.00831 3466.84059
　40～44 353,463 0.00885 3128.14755
　45～49 376,702 0.01013 3815.99126
　50～54 471,974 0.01346 6352.77004
　55～59 425,441 0.01802 7666.44682

  　60～64 382,009 0.02567 9806.17103
  　65～69 344,185 0.04092 14084.0502

　70～74 275,916 0.06356 17537.22096
　75～79 208,360 0.10399 21667.3564

 80～  263,696 0.17821 46993.26416

合計 ③ 6,019,212 ④ 160348.0237

④／③＝0.026639

③基準人口の総数
④基準人口の人口構造をを仮定した場合の対象集団の仮想的死亡数
④／③＝標準化された大正９年の死亡数／大正９年の人口

=平成１２年の人口構造を基準とした大正９年人口の年齢調整死亡率
2663/10万人

大正９年の普通死亡率＝1447/10万人
平成１２年の普通死亡率1067/10万人

普通死亡率の変化から判断するよりも、実際には死亡率は大きく低下している。
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Ｑ．４．５．平成１２年女性人口の年齢別死亡パタンを基準にした、大正９年女性人口の標準化死亡

女性
①観察集団の

死亡数
②基準人口の

死亡率
③観察集団の

人口
②×③

大正９年 平成１２年 大正９年

大正９年の女性人
口が平成１２年の死
亡パタンで死亡した
場合の仮想的な死
亡数

0～ 4 8253 0.00186 213,699 397.48014
 5～ 9 733 0.00022 185,606 40.83332

　10～14 587 0.00016 170,067 27.21072
　15～19 1573 0.00029 194,872 56.51288
　20～24 1736 0.00042 186,657 78.39594
　25～29 1273 0.00055 154,656 85.0608
　30～34 1061 0.00067 134,628 90.20076
　35～39 959 0.00095 115,417 109.64615
　40～44 875 0.00143 98,926 141.46418
　45～49 732 0.00221 72,276 159.72996
　50～54 812 0.00336 60,355 202.7928
　55～59 877 0.00513 48,693 249.79509

  　60～64 1066 0.00831 41,530 345.1143
  　65～69 1321 0.0143 32,288 461.7184

　70～74 1293 0.02666 20,346 542.42436
　75～79 1135 0.04969 10,914 542.31666

 80～  982 0.12001 5,509 661.13509

合計 25268 4191.83155

④／⑤＝ 25268/4192 =6.0

④ 大正９年の人口が大正９年の死亡パタンで死亡したときの死亡数
⑤ 大正９年の人口が平成１２年の死亡パタンで死亡したときの仮想的な死亡数

④／⑤＝ 大正９年の死亡率の平成１２年の死亡率に対する相対比

標準化死亡比 

 
 
 
 
 
 
 
２. 生命表の計算 
 
● 生命表：いくつかの仮定のもとに計算される死亡秩序を簡潔に表現する人口モデルで

ある。生命表関数のひとつである出生時平均余命は国の死亡率水準を表す指標として

用いられる・ 
● モデルの仮定：（１）移動による人口の増減はない。（２）年々の出生数は一定である。

通常１０万人と仮定。（３）年齢別死亡率は不変である。 
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d. 生命表の基本的な考え方 
e.  

ある動物１００匹の死亡パタンを観察した。その結果、１日後（２４時間後）までに１５

匹が死亡し、最終的には８日後までに全て死亡した。以下の表の空欄を埋めて、日齢別の

平均余命を計算せよ。 
 
 

個 体 数
観 察 開 始 時 期 1 0 0
１ 日 後 8 5
２ 日 後 8 3
３ 日 後 8 0
４ 日 後 7 5
５ 日 後 6 3
６ 日 後 4 5
７ 日 後 2 0
８ 日 後 0

日 齢 ご と の 個 体 数

死 亡 数 死 亡 割 合

そ れ ぞ れ
の 期 間 を
生 き た 個
体 ・ 日 ①

① の 累 積 （ 後
ろ 向 き ）

０ － １ 日 後 1 5 0 .1 5 9 2 .5
１ － ２ 日 後 2
２ － ３ 日 後 3
３ － ４ 日 後 5
４ － ５ 日 後 1 2
５ － ６ 日 後 1 8
６ － ７ 日 後 2 5
７ － ８ 日 後 2 0

０ 日 齢 時 平 均 余 命 = 5 0 1 / 1 0 0
１ 日 齢 時 平 均 余 命
２ 日 齢 時 平 均 余 命
３ 日 齢 時 平 均 余 命
４ 日 齢 時 平 均 余 命
５ 日 齢 時 平 均 余 命
６ 日 齢 時 平 均 余 命
７ 日 齢 時 平 均 余 命

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｌｘ ｌｘ＋１

ｘ歳 x+1歳

2000年10月

dx 
 
 
 
 
生命表計算の注意点 
１．利用できるデータ：年齢別人口データ＝国勢調査＋ 
死亡データ＝１月～１２月までに死亡した総数． 
国勢調査データは 10 月１日時点のものなので、死亡データ 
の観察が始まった１月時点の人口を推定する必要がある。 
子供および老年人口の死亡パタンについては、別途補正が必要。
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生命保険会社が使う「経験生命表」 
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＜死亡の指標＞ 
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